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自閉症スペクトラム児・者を対象に、大学の研究施設を活用して、2002 年より治療教

育プログラム開発に取り組んでいる。支援者は応用人間科学研究科等の大学院生で、支援

対象者は京都府下・市内に在住の自閉症スペクトラム児・者（5 歳～17 歳）とその家族で

ある。伴走的支援の観点から、治療教育プログラム開発の基本理念およびその活動成果を

報告したい。 

 
（「インクルーシブ社会に向けた支援の＜学=実＞連環型研究」伴走的支援チーム） 

 


